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（内容）

１．研究開発センターが目指す姿とその展開方法

２．ネットワーク会議の展開状況

３．今後に向けて



１．研究開発センターが目指す姿と

その展開方法
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大学が目指す地域・社会貢献の姿とは
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目指す姿

１．対象について

• 国の重点テーマである地域包括ケアに関わる人材を当面の対象とする。

具体的対象としては，以下を想定する。

①市町村職員（保健師等を含む）

②コーディネーター（在宅医療／生活支援等）

③医療・介護職を想定する。

２．人材育成の目標とポイントについて

• 人材育成の目標は，地域包括ケアに関する「業務遂行力の向上」。

キーは，「ケース／事業／地域に対するマネジメント力の強化」。

• この実現に向け，以下の2点に主眼を置く

①本人の業務遂行力を高めること

②業務が遂行しやすい環境を整備すること（＝ネットワーク構築支援）

具体的イメージ

地域包括ケアに関わる人材の育成を通じて，地域・社会に貢献すること
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【2019実績】 10/17開催
テーマ ｢介護人材の確保・育成に向け
た諸課題と対応策｣

講演者
伊原和人：厚生労働省政策統括官
金子直史：埼玉県高齢者福祉課長
山田尋志：地域密着型総合ケアセンター

きたおおじ代表 社会福祉
法人リガーレ暮らしの架け橋
理事長

田口孝行：埼玉県立大学教授
羽田野政治：認知症高齢者研究所

代表理事

【目的】国の施策の動向や方向性，
基本的考え方などを学ぶ

研究開発センター
シンポジウム（2016～）

地域包括ケア推進セミナー
（2018～）

【目的】地域包括ケアに関わる関係者
の実践力を高める

【目的】地域資源の開発を通じて実践
者への支援体制を強化する

第1回（2018/7/27開催）
「在宅医療・介護連携の展開プロセスを
学ぼう！｣

第2回（11/24開催）
｢ファシリテーション力を高める｣

第3回（2019/2/21開催）
｢自立支援のための方法論を学ぶ｣

第4回（6/20開催）
｢地域課題の把握方法を学ぶ｣

第5回（10/2開催）
｢コミュニケーション力を高めよう｣

第1回（2018/9/4開催）
今後の進め方に関する打合せ会議

第2回（11/30開催）
｢住民の困りごと/支援ニーズを知ろう｣

第3回（2019/2/15開催）
｢企業・組織の活動内容を知ろう①｣

第4回（5/31開催）
｢企業・組織の活動内容を知ろう②｣

第5回（7/30開催）
｢地域課題を解決するためのプロジェクトを
みんなで考えよう｣

第6回（2019/12/9開催）
「通いの場・集いの場のための空きスペース･
空き家の活用法｣

第7回（2020/2/18開催）
「団地の取組と課題｣

地域包括ケアを推進するための
ネットワーク会議（2018～）

地域包括ケアに関わる人材育成のための手法
ー集合型研修（Off-JT）と現場での直接支援（OJT)を通じた人材育成ー

③支援体制の整備

 介護保険事業計画策定支援（北本市：計画策定業務を受託。川越市：委員としてデータ分析等を支援）
 地域包括ケア関連業務支援（志木市／北本市：協定を締結し，事業展開ほかの支援を実施）
 健康寿命の延伸に対する業務支援（加須市：協定を締結） など

②現場での直接支援



２．ネットワーク会議の展開状況
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第2回 「住民の困りごと/支援ニーズを知ろう！」

発表団体/発表者（敬称略） タイトル

1

武蔵野銀行 地域サポート部

　　　　　　　　　　　　秋葉 典和

家族介護者の視点から

2

和光市社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　塚本 拓

生活支援コーディネーターの視点から

3

さいたま市介護相談員

　　　　　　　　　　　　茂木 敬子

民生委員の視点から

4

さいたま市中央区北部圏域

地域包括支援センターナーシングヴィラ与野

　　　　　　　　　　　　黒川 愛

ケアマネジャー／

地域包括支援センターの視点から

5

越谷市医療と介護の連携窓口

　　　　　　　　　　　　野上 めぐみ

在宅医療コーディネーターの視点から

【プログラム】

■日時：2018年11月30日(金）14:00-16:00 ■会場：ソニックシティ三井ホーム ■参加者：85名
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第3回 「企業・組織の活動内容を知ろう①」

【プログラム（発表11団体）】
テーマ 発表団体/発表者（敬称略） タイトル

① 多世代

医療生協さいたま

                               菅原　久美子

                               清水　良浩

子ども食堂から多世代コミュニティキッチンへ

医療生協さいたまのとりくみ

② 商店街の活用
医療法人　五麟会

                               中野　聖弥

超ローカル主義

～商店街と一緒がイイんです～

③ ボランティア
㈱ヤマシタコーポレーション

                              小倉　治郎
業務における困りごと…解決策

④ 見守り
生協パルシステム埼玉

                               高畑　瞳

生協の「事業」と「組合員活動」を通じた高齢

者支援

⑤ 移動支援

さいたま市介護支援専門員協会

                              寶井　泰子

                              小峰　あゆみ

「会食サービスの移送」

⑥ 移動支援
所沢ネオポリス買い物支援隊

                               島田　紀久子
ネオポリス買い物支援隊の取り組み

⑦
通いの場/

集いの場

医療生協さいたま本部

                                保土田　毅

健康と安心つくる小さなコミュニティ

～医療生協の「安心ルーム」の取り組み

⑧
通いの場/

集いの場

㈱ヤマシタコーポレーション

                                新井　早織
企業としての地域貢献活動

⑨
通いの場/

集いの場

ウエルシア薬局株式会社

地域包括推進部          宮﨑　進一

社会資源との協働による地域コミュニティづく

り

～協働スペース「ウエルカフェ」の展開～

⑩ 移動販売
㈱ローソン

                               戸津　茂人

ローソンの移動販売・お届け事業取り組みにつ

いて

⑪ 移動販売
ベルク株式会社                 大嶋　哲司

ブルーチップ株式会社       濱田　大樹
移動スーパーとくし丸概要と埼玉県での展開

■日時：2019年2月15日(金）12:30-17:00 ■会場：市民会館おおみや ■参加者：130名
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第5回 「地域課題を解決するためのプロジェクトをみんなで考えよう！ 」

■日時：2019年7月30日(火）13:30-17:00 ■会場：埼玉県立大学 ■参加者：80名

《参加者の相互理解と交流の促進》

1.参加者全員が、相互理解のために「１人１分以内」で自己紹介を行いました

内容 ①名前と所属 ②仕事内容

③困っていること／地域や社会の課題だと感じていること

④今後したいこと、出来たらいいなと思っていること

《グループワーク１》

「お互いが感じている地域や社会の課題を出し合おう！」

皆さんがいつも感じている課題を出し合い、川越先生がテーマのグルーピング

しました。

●プログラム１

参加者全員、お一人ずつ1分間で自己紹介

グループワーク① テーブル毎に現況の課題を出し合い
各テーブルの課題をグルーピング

●プログラム2

《グループワークⅡ》

「課題を共有し、対策のアイデアを出そう！」

グループワーク１でまとめたテーマ毎に参加者を希望で再編し、

より具体的な課題や解決方法（対策のアイデア）を出し合いました

このグループワークテーマが次回プロジェクトのテーマとして展開
する予定です（ただし変更になる可能性があります）

●プログラム3

■グループワークテーマ
A,Bグループ 居場所作りと運営（移動、担い手を含む）
Cグループ 社会資源の情報収集と活用
Dグループ 住民の活躍の場・役割の場 状況作り
Eグループ 人材確保・育成
Fグループ 空き家の活用
G,Hグループ 医療と介護、住民との連携（退院支援･･･）

グループワーク② 興味あるテーマ毎に再編し
課題と解決策を出しあう

それぞれのテーマ毎に代表者が発表した



3．今後に向けて
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本会議が最終的に目指す姿とは

1. 課題解決をしたい人（＝ニーズ側），地域に何等かの貢献をしたいと思っている人（＝解

決手段を有する側）が交流できる「場」を用意すること（⇒場のセット）

2. 現場レベルで困っていること（地域ニーズ）を解決手段を有する側が知ること。逆に，どんな

解決手段を有しているかを，ニーズ側が知ること（⇒相互理解の促進）

3. 課題解決に必要な知識やノウハウ，ネットワーク力を高めること（⇒解決力の向上）

4. 課題に関心を持つ関係者間でニーズや現状を共有し，解決手段を考えていくこと。また，

具体的に展開していくこと（⇒テーマ別プロジェクトの立上げと推進。市町村や地域単位

での展開も視野に）

地域課題が多様化，複合化するなか，「多様な主体を交えながら，地域レベルで課題解決

を図っていく力 」の強化が現在求められている。

本会議は，地域課題解決に関するニーズを有する人，解決手段を持っている人の交流を促

進することを通じて，①地域課題解決力を高める（知識向上，ノウハウ獲得など）とともに，

②具体的な課題解決に向けた行動・活動（＝プロジェクト）につなげ，その結果として，地

域の課題解決に貢献すること（＝地域貢献）を目指す。

ゴール達成に向けて必要なこと

本会議が目指すこと（ゴール）


